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 災害時において，地域住民内でのコミュニケーションは即時的かつ弾力性の

ある情報伝達に必要不可欠であり，災害弱者の保護や避難の促進など重要な役

割を果たす．住民内でのコミュニケーションは，時間とともに広がり，様々な

ネットワークがコミュニティ内に形成されるとともに，その形はコミュニティ

の脆弱性にも大きく関係してくる．そこで，本研究では，災害時の社会ネット

ワークの構造特性と時系列変化に着目し，ネットワークの形成モデルの構築を

試みる．モデル化においては優先的選択型成長モデルの枠組みで，様々なコミ

ュニケーションネットワークの形成過程を分析するとともに，ネットワークの

頑健性評価を試みる． 
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